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高橋殿御返事 建治元年七月二六日 五四歳

瓜一籠、さゝげひげこ、えだまめ、ねいも、かうのうり給び候ひ了んぬ。
うりひと こ 豇 豆 髭 籠 枝 豆 根 芋 瓜 た

付法蔵経と申す経には、いさごのもちゐを仏に供養しまいらせしわらは、百年と申せ
ふ ほうぞう 沙 餅 童

しに一閻浮提の四分が一の王となる。所謂阿育大王これなり。法華経の法師品には
えん ぶ だい いわゆる

「而於一劫中 」と申して、一劫が間釈迦仏を種々に供養せる人の功徳と、末代の法華
に お いっこうちゅう

経の行者を須臾も供養せる功徳とたくらべ候に「其の福復彼に過ぐ」と申して、法華経
しゅ ゆ 比 また

の行者を供養する功徳はすぐれたり。これを妙楽大師釈して云はく「供養すること有
勝 みょうらく

らん者は福十号に過ぐ」と云云。されば仏を供養する功徳よりもすぐれて候なれば、仏

にならせ給はん事は疑ひなし。

其の上女人の御身として尼とならせ給ひて候なり。いよいよ申すに及ばず候。但しさ

だめて念仏者にてやをはすらん。たうじの念仏者・持斎は国をほろぼし、他国の難をまね
当 時 じ さい 招

くものにて候。日本国の人々は、一人もなく日蓮がかたきとなり候ひぬ。梵王・帝釈
・ ぼんのう たいしゃく

・日月・四天のせめをかほりて、たうじのゆき・つしまのやうになり候はんずるに、い
当 時 壱 岐 対 馬

かゞせさせ給ふべき、いかゞせさせ給ふべき。なによりも入道殿の御所労なげき入って

候。しばらくいきさせ給ひて、法華経を謗ずる世の中御覧あれと候へ。日本国の人々は、
生

大体はいけどりにせられ候はんずるなり。日蓮を二度までながし、法華経の五の巻をも
生 捕

てかうべを打ち候ひしは、こり候はんずらむ。
頭 懲

七月廿六日 日 蓮 花 押
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